
も く じ ／通巻123号
・言語障害をご存知ですか ････････････････････････････････････････ １～３
・身体障害者等の方のための自動車税・自動車取得税の
                                                    減免制度が一部改正ほか ････････ ４～６
・お知らせ ･･････････････････････････････････････････････････････････ ７
・ほんだな ･･････････････････････････････････････････････････････････ ８

言語障害をご存知ですか？
～言語障害はコミュニケーションの障害～

　皆さんは、言語障害についてどの位ご存知ですか？
　私たちは普段、言葉のやりとりによって、互いに気持や情報を伝えあっています。
　また、物事を感じとったり考えたりする際には、言葉によって整理し、記録して
います。
　私たちは、言葉という道具をうまく使いながら社会生活を送っているのです。
　しかし、言語障害のある人は、このようなことが苦手です。言葉を話して人とコ
ミュニケーションをとることがうまくいかず、不自由さや不安を感じることがあり
ます。
　また、この障害は目に見えないため、周りの人から理解されにくく、誤解されや
すくなり、精神的に孤立してしまうことがあります。
　誰もが地域で安心して自立した生活を送ることが
できる社会を目指し、今号では、言語障害について
特集します。
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話
す
た
め
に
は
、ど
の
よ
う
に
話
す
か

を
頭
の
中
で
組
み
立
て
な
が
ら
、発
声
器

官（
声
帯
）や
発
音
器
官（
唇
・
舌
・
歯
・

鼻
な
ど
）を
使
っ
て
言
葉
に
し
ま
す
。

　

会
話
を
す
る
た
め
に
は
、耳
か
ら
入
っ

た
相
手
の
言
葉
を
脳
で
処
理
し
て
理
解
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

言
語
障
害
は
、
生
ま
れ
つ
き
、あ
る
い

は
病
気
、
事
故
の
後
遺
症
に
よ
り
、こ
の

流
れ
に
差
し
さ
わ
り
が
あ
る
と
起
こ
り
ま

す
。

　

言
語
障
害
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。表
１
で
は
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　

障
害
に
よ
っ
て
言
葉
の
や
り
と
り
が
難

し
く
て
も
、お
互
い
が
、伝
え
た
い
こ
と
や

気
持
ち
を
く
み
取
り
合
え
る
か
ど
う
か

が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

言
語
障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
、周
囲

の
理
解
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

【表１ 主な言語障害】

言
語
障
害
っ
て
ど
ん
な
障
害
？

種　類 症　状

言 葉 の 遅 れ 　言葉の理解や使い方が年齢に見合っていない。

聴 覚 障 害
　音が聞こえにくい（聞こえない）ため、話し始める時期が
遅れたり、発音がはっきりしない、話し言葉を自然に身につ
けることができない。

構 音 障 害 　発音の発達の遅れ、口唇口蓋裂、脳卒中の後遺症のために
発音がうまくいかない。

吃
きつ

　  音
おん 　繰り返し、引き伸ばし、詰まって出ないといったどもる症

状が出る。

失 語 症 　大脳の言語中枢が侵されたために、言葉を理解することや
自分の気持ちを言葉にして表現することが困難になる。

高次脳機能障害 　注意力や記憶力が低下したり、目的の行為や動作ができな
くなるなどの症状がある。

音 声 障 害 　声が出ない、出しにくい、かすれるなどの症状がある。

参考文献：パンフレット『ご存じですか？言語聴覚士』福岡県言語聴覚士会
　　　　　毛束真知子著『絵でわかる言語障害　言葉のメカニズムから対応まで』㈱学習研究社
　　　　　牧野泰美監修・阿部厚仁編『ふしぎだね！？言語障害のおともだち』ミネルヴァ書房

　

言
語
障
害
の
あ
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
障
害
の
程
度
や
状
況

に
適
し
た
方
法
を
用
い
る
と
円
滑
に
な

り
ま
す
。

　

や
り
と
り
の
際
は
、
話
を
さ
え
ぎ
ら

ず
最
後
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
聞
く
、
短
い

言
葉
や
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
使
う
等

の
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
例
】

・ 

書
字
（
筆
談
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
パ
ソ

コ
ン
）

・
手
話
・
指
文
字

・
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

・「
は
い
」「
い
い
え
」
で
答
え
ら
れ
る

　

質
問
（
イ
エ
ス
–
ノ
ー
質
問
）

　

 　

質
問
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
徐
々
に
言
い
た
い
こ
と
を
絞
り

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
五
十
音
表
の
活
用

　

 　

言
葉
が
長
く
な
る
と
混
乱
し
や
す

く
な
る
の
で
、
書
き
と
め
な
が
ら
進

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
円
滑

に
す
る
た
め
に
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め
ま
し
ょ
う
。

・ 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
の
活
用

　

 　

日
常
よ
く
使
用
す
る
単
語
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
イ
ラ
ス
ト
で
ま
と
め
、
指

さ
す
こ
と
で
、
言
い
た
い
こ
と
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【コミュニケーションボードの例】
（交通エコロジー・モビリティ（財）HPから引用）

・
意
思
伝
達
装
置

　

 　

重
度
の
障
害
が
あ
る

人
の
場
合
、
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
た
装
置
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

「耳マーク」を見かけたら・・・

　耳マークは、耳が
不自由なことを表
します。このマーク
を見かけたら、筆談
等、必要な配慮をし
ましょう。
　また、耳が不自由
なことを自ら申し
出にくい人もいます。窓口にマークプレー
トを設置すると、言葉のやりとりが円滑に
なりやすくなります。
（マークは内閣府ＨＰから引用）

※ 

補
聴
器
、
重
度
障
害
者
意
思
伝
達
装

置
等
、
補
装
具
の
購
入
・
修
理
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
お
住
ま
い

の
市
町
村
の
障
害
者
福
祉
担
当
課
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

言
語
障
害
に
関
す
る
相
談
窓
口

■
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
全
般
的
相
談

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
各
担
当
課

　

・
こ
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
相
談

　

・ 

手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
）
の
交
付

　

・ 

手
話
通
訳
者
の
派
遣
、
要
約
筆
記

者
の
派
遣

　

・
日
常
生
活
用
具
の
給
付

　

・ 

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
な
い

方
（
高
次
脳
機
能
障
害
、
発
達
障

害
等
）
に
対
す
る
相
談　

等

■
教
育
に
関
す
る
相
談

　

県
教
育
事
務
所

　

・ 

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
や
就
学
の

た
め
に
必
要
な
教
育
情
報
の
提
供

　

※ 

北
九
州
市
は
北
九
州
市
特
別
支
援
教
育

相
談
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
市
は
福
岡
市
発

達
教
育
セ
ン
タ
ー

■ 

言
語
障
害
、
摂
食
・
嚥
下
障
害
に
関

す
る
専
門
的
相
談

　

福
岡
県
言
語
聴
覚
士
会　

事
務
局

　
（ 

福
岡
東
医
療
セ
ン
タ
ー　

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

言
語
聴
覚
室
）

☎
０
８
０
–
１
７
７
６
–
５
１
０
８

FAX
０
９
２
–
９
４
２
–
２
７
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://hom
epage3.nifty.com

/
fukuoka-st/

※ 
言
語
聴
覚
士
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
障
害
や
摂
食
・
嚥
下
障
害
の
あ
る
人

等
に
対
し
て
、保
健
・
医
療
・
福
祉
・

教
育
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

訓
練
等
の
支
援
を
行
う
専
門
職
で
す
。

「
五
行
歌
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
「
五
行
歌
」は
、自
由
な
文
字
数
で
思
っ

た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
５
行
に
表
す
歌
の

こ
と
で
す
。
草
壁
焔
太
さ
ん
が
発
想
し
、

１
９
９
４
年
に
「
五
行
歌
の
会
」
の
活
動

が
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
全
国
に
20
万
人

を
超
え
る
愛
好
者
が
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
五
行
歌
を
通
し
て
楽
し

み
な
が
ら
、
ゆ
る
や
か
な
言
語
の
回
復

を
目
指
す
「
あ
す
な
ろ
五
行
歌
会
」
の
方

の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

 

（
Ｋ
・
Ｙ
） 　
　
　
（
Ｔ
・
Ｏ
）

言
い
た
い
言
葉　
　
　

失
語
症

伝
え
た
い
言
葉
が　
　

病
状
説
明

見
つ
か
ら
な
く
て　
　

す
れ
ど

言
葉
の
海
で　
　
　
　

言
い
訳
に

立
ち
止
ま
る　
　
　
　

思
わ
れ
る

 

（
Ｈ
・
Ｏ
）

失
語
症
に
な
っ
て

い
い
こ
と
も
あ
る
よ

ゆ
っ
く
り　

ゆ
っ
く
り　

話
す
と

友
達
も
ノ
ン
ビ
リ
し
て

ゆ
っ
く
り　

ゆ
っ
く
り　

う
な
づ
く

※ 

言
語
障
害
の
あ
る
方
と
サ
ポ
ー
タ
ー

で
構
成
さ
れ
る
同
会
は
、
偶
数
月
の

第
３
日
曜
に
定
例
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
。

【
問
い
合
わ
せ
先
（
事
務
局
）】

☎
・
FAX
０
９
４
０
–
３
５
–
８
２
０
５
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身体障害者等の方のための
自動車税・自動車取得税の減免制度が一部改正されました
　福岡県では、身体障害者等の方のために使用される自動車について、自動車税及び自動車取得税の
減免制度を設けています。
　今回、減免制度の趣旨や税負担の公平性の観点から、減免制度が下記のとおり改正されました。
　これに伴い、平成２４年度から、自動車税及び自動車取得税が減免額の上限を超える場合は、上限
額との差額分を納付する必要がありますのでご注意ください。
　なお、構造上障害者のために利用される「車いす移動車」や「入浴車」等の減免制度については、従
来どおり変更ありません。

【改正のポイント】
　平成２４年４月１日から
　①減免額に上限を設定
　　■自動車税：４５，０００円（一定の年数を経過し、税額が１０％程度増えている自動車は、
　　　４９，５００円）まで
　　　

　　■自動車取得税：課税標準額３００万円まで

　平成２３年４月１日から
　②自動車を購入される時などに必要な申請書類を簡略化
　
　　　　　※詳細については、最寄りの県税事務所へお問い合わせください。

１㍑以下（29,500円）

１㍑超1.5㍑以下（34,500円）

1.5㍑超２㍑以下（39,500円）

２㍑超2.5㍑以下（45,000円）

2.5㍑超３㍑以下（51,000円）

３㍑超3.5㍑以下（58,000円）

3.5㍑超４㍑以下（66,500円）

４㍑超4.5㍑以下（76,500円）

4.5㍑超６㍑以下（88,000円）

６㍑超（111,000円）

総排気量（年税額） 減免額 納付額

納付額なし
（全額減免）

29,500円

34,500円

39,500円

45,000円

45,000円

45,000円

45,000円

45,000円

45,000円

45,000円

6,000円

13,000円

21,500円

31,500円

43,000円

66,000円

⎧
｜
｜
⎨
｜
｜
⎩

自動車の取得価格

課税標準額300万円まで

減免部分

納付額障害者のため
の改造費部分

低燃費
控除等

課税対象外

� ��納付額の例
（自家用乗用車の場合）

� ��納付額の例
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障
害
の
あ
る
人
が
自
動
車
を
利

用
す
る
際
の
制
度
・
相
談
窓
口

１　

運
転
免
許
を
取
得
し
た
い
方

運
転
適
性
相
談
窓
口

■
内
容

　

障
害
や
病
気
に
よ
り
運
転
免
許
の
取

得
や
更
新
等
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

ご
家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
対
象

① 

一
定
の
病
気
（
統
合
失
調
症
、
そ
う

う
つ
病
、
そ
の
他
の
精
神
障
害
、
て

ん
か
ん
、
再
発
性
の
失
神
、
無
自
覚

性
の
低
血
糖
、
重
度
の
眠
気
の
症
状

を
呈
す
る
睡
眠
障
害
、
認
知
症
、
脳

卒
中
）
等
に
か
か
っ
て
い
る
方

② 

身
体
の
障
害
に
よ
り
車
両
等
の
改
造

及
び
免
許
条
件
の
解
除
又
は
変
更
が

必
要
な
方
（
運
転
免
許
試
験
場
の
み

窓
口
開
設
）

■
相
談
方
法　

下
記
窓
口
へ
事
前
に
電

話
予
約
の
上
、
指
定
の
日

時
に
来
場

・
予
約
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
）

【運転適性相談窓口】
開設場所（所在地） ＴＥＬ

福岡試験場
 （福岡市南区花畑4-7-1） 092-565-5010

北九州試験場
 （北九州市小倉南区日の出町2-4-1）093-961-4804

筑豊試験場
 （飯塚市仁保23-21） 0948-82-0160

筑後試験場
 （筑後市大字久富1135-2） 0942-53-5208

運転免許管理課
 （福岡市博多区東公園7-7）

092-641-4141
（内線5326）

自
動
車
運
転
免
許
取
得
助
成
事
業

■
内
容

　

障
害
者
が
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

※ 

市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
実
施
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
や
、
対
象
者
・
助
成
額

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
市
区
町
村

の
障
害
者
福
祉
担
当
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

２　

自
動
車
を
購
入
・
改
造
し
た
い
方

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免

■
内
容

　

障
害
者
や
障
害
者
と
生
計
を
一
つ
に

す
る
方
が
取
得
又
は
所
有
す
る
自
動
車

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
税

が
減
免
さ
れ
ま
す
。（
前
頁
に
掲
載
）

■
対
象

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育

手
帳
の
交
付
を
受
け
、
定
め
ら
れ
た
障

害
区
分
の
等
級
に
該
当
す
る
方

■
減
免
額

　

自
動
車
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
窓
口
（
申
請
先
）　

県
税
事
務
所

消
費
税
の
非
課
税

 

（
身
体
障
害
者
用
物
品
関
係
）

■
内
容

　

手
動
装
置
・
左
足
用
ア
ク
セ
ル
・
足

踏
式
方
向
指
示
器
、
右
駐
車
用
ブ
レ
ー

キ
レ
バ
ー
、
足
動
装
置
・
運
転
用
改
造

座
席
な
ど
の
補
助
手
段
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
自
動
車
を
購
入
す
る
場
合
に
、
非

課
税
と
な
り
ま
す
。

■
窓
口　

最
寄
り
の
税
務
署

自
動
車
改
造
助
成
事
業

■
内
容

　

障
害
者
が
就
労
等
の
た
め
に
自
ら
購

入
し
運
転
す
る
自
動
車
の
改
造
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

※ 

市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
実
施
し
て
い

な
い
と
こ
ろ
や
、
対
象
者
・
助
成
額

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
市
区
町
村

の
障
害
者
福
祉
担
当
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

３　

そ
の
他

有
料
道
路
の
通
行
料
金
割
引

■
内
容

　

有
料
道
路
を
通
行
す
る
際
、
通
常
料

金
の
約
半
額
に
な
る
制
度
で
す
。

■
対
象

① 

障
害
者
が
運
転
す
る
場
合
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

② 

介
護
者
が
運
転
し
障
害
者
が
同
乗
す

る
場
合
、
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の

う
ち
重
度
の
障
害
の

方
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■
窓
口　

市
区
町
村
の
障
害
者
福
祉

担
当
課

自
動
車
に
付
け
る
マ
ー
ク

　

危
険
防
止
の
た
め
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
き
、
次
の
マ
ー
ク
を
付
け
た
車

に
幅
寄
せ
や
割
り
込
み
を
行
っ
た
運
転

者
は
、
道
路
交
通
法
の
規
定
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ク
は
、
運
転
免
許
試
験
場
内
の

売
店
や
お
近
く
の
交
通
安
全
協
会
等
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

【
身
体
障
害
者
標
識
】

■
内
容

　

肢
体
不
自
由
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
免
許
に
条
件
を
付
さ
れ
て
い
る
方
が

運
転
す
る
車
に
表
示
す
る
マ
ー
ク
で
、

マ
ー
ク
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
聴
覚
障
害
者
標
識
】

■
内
容

　

聴
覚
障
害
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
免

許
に
条
件
を
付
さ
れ
て
い
る
方
が
運
転

す
る
車
に
表
示
す
る
マ
ー
ク
で
、
マ
ー

ク
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
義
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
表
示
し
な
い
場
合
、
反
則

金
４
千
円
、
行
政
処
分
点
数
１
点
）

■
窓
口

　

福
岡
県
交
通
安
全
協
会

　

☎ 

０
９
２
–
６
４
１
–
８
８
８
０

　
FAX
０
９
２
–
６
４
１
–
８
８
８
６

◆ 　

◆ 　

◆

こ
れ
ら
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（内閣府HPから引用）

（内閣府HPから引用）

地上デジタル放送簡易チューナーを無償給付します
　今までのテレビ放送（地上アナログ放送）は、平成２３年７月２４日で終了します。
　それまでに、皆さんのテレビは「地上デジタル放送」対応にかえる必要があります。
　総務省では、下記のような経済的な理由で地上デジタル放送がまだ受信できない方に対して、簡易
チューナー１台を無償で給付（テレビは給付しません。）しますので、まだ手続きをされていない方
はお早めに手続きください。

対　　象 　次のいずれかに該当し、ＮＨＫの放送受信料が全額免除となっている世帯
　　　　　　・生活保護などの公的扶助を受けている世帯
　　　　　　・障害者がいる世帯で、かつ世帯税員が市町村民税非課税の世帯
　　　　　　・社会福祉事業施設に入所し、自らテレビを持ち込んでいる世帯
申込締切 　平成22年12月28日（火）

【支援に関する問い合わせ】
総務省 地デジチューナー支援実施センター
http://www.chidejishien.jp
TEL　　（０５７０－０３３８４０）
　　　　（０４４－９６９－５４２５）
受付時間　平日　９：００～２１：００
　　　　土・日・祝日　９：００～１８：００

【NHKの放送受信契約や免除に関する問い合わせ】
ＮＨＫ視聴者コールセンター
http://www.nhk.or.jp/jyushinryo/
TEL　　（０５７０－０００５８８）
　　　　（０４４－８７１－８４４１）
受付時間　平日　９：００～２１：００
　　　　土・日・祝日　９：００～１８：００
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お知らせ
 

募
集

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
訓

練
生
募
集
（
知
識
・
技
術
習
得
コ
ー
ス
）

▼
募
集
科
目

　

①
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
初
級
科

　

②
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
活
用
科

　

③
事
務
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
科

▼
主
な
対
象
者

　

身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者

▼
定
員　

各
科
15
人

▼
内
容

　

① 

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
文

書
作
成
、表
作
成
・
数
値
の
計
算
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
等
に
つ
い

て
学
習
し
ま
す
。
ま
た
、
就
職
に

向
け
て
履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接

の
技
法
を
習
得
し
ま
す
。

②
仕
事
に
不
可
欠
な
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
の
パ
ソ

コ
ン
技
能
を
基
礎
か
ら

応
用
ま
で
習
得
し
ま
す
。

　

③ 

簿
記
の
基
礎
を
学
び
、
企
業
に
お

け
る
日
常
の
会
計
処
理
能
力
を
習

得
し
ま
す
。
ま
た
、
一
般
事
務
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
と
技
能

を
習
得
し
ま
す
。

▼
期
間

　

①
②
平
成
22
年
12
月
１
日
（
水
）
〜

　
　
　

平
成
23
年
２
月
25
日
（
金
）

　

③　

平
成
22
年
12
月
２
日
（
木
）
〜

　
　
　

平
成
23
年
２
月
28
日
（
月
）

▼
場
所

　

① 
西
日
本
新
聞
パ
ソ
コ
ン
教
室
西
新

校
（
福
岡
市
早
良
区
西
新
４-

１

-
１
西
新
プ
ラ
リ
バ
６
階
）

　

② 

㈲
医
療
事
務
研
究
会
（
北
九
州
市

小
倉
北
区
浅
野
２-

14-

１
Ｋ
Ｍ

Ｍ
ビ
ル
１
階
）

　

③
㈱
福
岡
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
（
飯
塚
市
幸
袋
５
２
６-
１
）

▼ 

受
講
料　

無
料
（
教
科
書
代
①
約
８

千
円
②
約
５
千
円
③
約
１
万
１
千

円
、
資
格
取
得
受
験
料
は
実
費
）

▼
募
集
締
切　

　

平
成
22
年
10
月
28
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
３-

７
４
１-

５
４
３
１

　

FAX
０
９
３-

７
４
１-

１
３
４
０

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

　

障
害
の
あ
る
方
と
企
業
と
の
就
職
面

談
会
を
行
い
ま
す
。

【
筑
豊
会
場
】

・
平
成
22
年
10
月
13
日
（
水
）

　

13
時
30
分
〜
16
時

・ 

の
が
み
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
（
飯

塚
市
新
立
岩
12-

37
）

※ 

開
始
30
分
前
か
ら
受
付
を
行
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

「
ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
福
岡
」

　

精
神
障
害
者
を
支
え
る
家
族
同
志
の

交
流
や
、
精
神
障
害
者
へ
の
正
し
い
理

解
を
深
め
る
た
め
に
地
域
住
民
へ
の
啓

発
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

　

平
成
22
年
10
月
16
日
（
土
）

　

13
時
〜
16
時

▼
場
所

　

ウ
ェ
ル
と
ば
た　

大
ホ
ー
ル

　
（
北
九
州
市
戸
畑
区
汐
井
町
１-

６
）

▼
対
象
者

　

 

精
神
障
害
者
の
家
族
、
精
神
障
害
者
、

関
係
機
関
・
団
体
の
職
員
、地
域
住
民

▼
内
容

　

・
講
演

　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
館
長 

林
田
ス
マ
氏

　
「
地
域
で
つ
な
が
る
、地
域
で
生
き
る
」

　

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン　

等

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

㈳
福
岡
県
精
神
障
害
者
福
祉
会
連
合
会

　

☎
０
９
２-

４
０
６-

０
６
４
６

　

FAX
０
９
２-

４
０
６-

０
６
４
７

 

催
し
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●利 用 時 間 ９：００～１７：００　
●休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日・第４月曜日は除く）
●貸 　 　 出 図書・ビデオ　合計１０点まで

※貸出の際は、クローバープラザ利用者カードが必要です。
※遠方の方や外出が困難な方のために配送での貸出返却も行っています。（送料実費負担）

●貸 出 期 間 ２週間以内
●お問合せ先 福祉情報センター　〒８１６－０８０４　春日市原町３丁目１番地７

☎　０９２－５８４－３３３０　　FAX　０９２－５８４－３３１９

福祉情報センターでは、福祉に関する
図書・ビデオの閲覧・貸出を行っています。

「ディスレクシアでも大丈夫！　
－読み書きの困難とステキな可能性」
藤堂栄子　著
出版 ： ぶどう社

　ディスレクシアのある息子をもち、自分自身
にもその特徴がある母親が、体験の中からディ
スレクシアを語り、そのすばらしい可能性のあ
り方を示す。ディスレクシアへの具体的な支援
のあり方、子育てのノウハウが満載。

「字が話す目が聞く－日本語と要約筆記」

上村博一　著
出版：新樹社

　聞こえに障害を持つ人のために学んでみません
か？ 情報の提供やコミュニケーションの面で聴覚
障害者から評価されているボランティア「要約筆
記（通訳）」の内容をくわしく紹介。聴覚障害者の
現状などにもふれる。

「事例で学ぶ統合失調症援助のコツ」

野坂達志　著
出版：日本評論社

　豊富な事例を縦横に展開させながら、現場で
今必要な統合失調症援助のコツを伝授するほ
か、患者とのつきあい方や援助の作法について
も紹介。また、統合失調症の概要と援助のポイ
ントなども収録する。

「発達障害と思春期・青年期　
生きにくさへの理解と支援」
橋本和明　編著　　　
出版：明石書店

　発達障害者にとって、ひときわ生
きにくさを感じる思春期・青年期。
この時期に予想される自我同一性、
性、非行や犯罪、ひきこもり、就学・
就労、恋愛・結婚生活等の課題を、
各専門家がわかりやすく解説する。

�����ｯ� ����������ｴ������ �%�� �����������ﾍ�� �%�� ������%���ﾍ������<��

����%�� �����������<����� �%�� �����������ﾍ�� �%�� ������%���ﾍ������<��

����%�� �����������<����� �%�� �����������ﾍ�� �%�� ������%���ﾍ������<��

����%�� �������������<����� �%�� �����%���<�����ﾍ��

���������p

�����ｯ� ����������ｴ������ �%�� �����������ﾍ�� �%�� ������%���ﾍ������<��

����%�� �����������<����� �%�� �����������ﾍ�� �%�� ������%���ﾍ������<��

����%�� �����������<����� �%�� �����������ﾍ�� �%�� ������%���ﾍ������<��

����%�� �������������<����� �%�� �����%���<�����ﾍ��

���������p

障 害 者 福 祉 情 報 123 2010 年 9 月

―　8　―


